家庭礼拝　2010年7月28日　使徒言行録第16章　第二回宣教（投獄と地震）
　賛美歌532　安かれ、わが心よ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌529　主よわが身を
起

前回、エルサレム会議が終わってすぐに、パウロがバルナバに「さあ、前に主の言葉を宣べ伝えたすべての町へもう一度行って兄弟たちを訪問し、どのようにしているかを見て来ようではないか。」いったことにおどろきましたが、これが第二回の宣教旅行となるわけです。聖書を見ていると、第一回の宣教旅行したばかりなのになぜこんなにも早くまた行くのだろうという気にさせられます。前回行ってからまだ一年くらいしか経っていないではないのかと思っていましたが、これを良く調べると、次の訪問は大体5年後くらいになるそうです。それにしても死ぬほど危険な宣教旅行なのに、まるで観光旅行に行くような感じでまた行こうというのですから驚きます。
このときバルナバは、前回連れて行った親戚のマルコと呼ばれるヨハネも連れて行きたいと思いました。バルナバはこのマルコを何とか次の世代を担うものとして育てたいという気持ちがあったようです。慰めの子と呼ばれるバルナバが、前回の旅行で傷ついたマルコを何とか立ち直らせたいと考えたようです。ですが、パウロは反対しました、途中で帰ってしまうようなものは連れて行くべきではないと考えました。それこそパウロは命を懸けて宣教し、本当に瀕死の所まで行ったのですから、その考えは厳しいものです。そして二人の考えは激しく衝突し、ついには別行動をとるようになってしまいました。結局バルナバはマルコを連れて前回と同じように自分の故郷のキプロス島を回ることになりました

パウロもまた、新しいパートナーを必要としました。そしてパートナーに選んだのはエルサレムからアンティオキアに使わされた一人のシラスを連れて行くことになりました。そのルートは第一回宣教旅行のときとは反対に、一番最後に訪れ、石で打たれて、瀕死の思いをした町のリストラやデルベの方から回って行くことになりました。その町が、陸路ではアンティオキアから一番近い町ということでもあります。そしてシリア州や、キリキア州を回って、各教会を力づけました。パウロたちがリストラに行ったとき、ユダヤ人の母親と、ギリシャ人の父親を持つテモテという評判のよい若い男がいました。パウロはテモテをとても気に入り、テモテをこの伝道旅行に連れて行きたいと考えていました。このテモテは聖書にもテモテへの第一、第二の手紙にあるように、パウロが、私の愛する子と呼んでかわいがった人です。自分の後継者にしようとした人です。そして、テモテを育てるために書いたテモテへの手紙が残っています。このテモテの素性はテモテ第二の手紙１章５節にも書いてあるように、その祖母ロイスに信仰を与えられ、彼の母親エウニケがその信仰を引き継いで、テモテにその信仰を伝えたという立派な信仰者を持つ家系の下に育った信仰者なのです。
パウロは、このテモテに割礼を受けさせました。せっかく、異邦人は割礼を受けなくてもよいという決定が出たのに変だなという感じもありますが、パウロはこのテモテの父親がギリシャ人であったことを意識して、むしろ、ユダヤ人として、しっかり教育していきたいという思いがあったようです。そうして、パウロとシラスとテモテは各教会を回っては、エルサレムで決められた定めを守るようにと伝えて歩いたのでした。
承

さて、この宣教旅行では、聖霊の導きと幻の導きがありました。聖霊の導きは普通、なすべきことを教えてくれるのですが、このときは、してはいけないことを教えられました。すなわち、禁じられたのです。それは、アジア州で御言葉を語ることを禁じられ、ビティニア州にはいることが禁じられました。なぜ、そのように禁じられたのかは良くわかりませんが、パウロたちはその導きに従って、禁じられたことを避けていきました。そして、パウロたちは途中の町々での宣教を控えて、まっすぐにエーゲ海に面するトロアスまでやってきました。そしてその夜パウロは幻を見たのです。9節と10節です。
使 16:9　その夜、パウロは幻を見た。その中で一人のマケドニア人が立って、「マケドニア州に渡って来て、わたしたちを助けてください」と言ってパウロに願った。

使 16:10　パウロがこの幻を見たとき、わたしたちはすぐにマケドニアへ向けて出発することにした。マケドニア人に福音を告げ知らせるために、神がわたしたちを召されているのだと、確信するに至ったからである。
このように、パウロたちの進む道が聖霊に禁じられることの多い中で、この幻は自分たちの進むべき道が示されたようでした。パウロは確信しました。神様はマケドニア人に福音を次げ知らせるために、私たちを招いてくださっているのだと、確信したのです。マケドニアはギリシャのあるバルカン半島の北のほうです。有名なアレクサンダー大王が出てきたところです。そしてここからはアジアではなくヨーロッパになります。この第二回目の宣教旅行の大きな意味は、この宣教旅行が、アジアだけでなく、ヨーロッパまで広がっていったということにあります。聖霊によって禁じられたのは、アジアの北のほうへの宣教で、幻によって導かれたのはヨーロッパへの宣教でした。
ここで、この使徒言行録の記述の表現が突然変わっていたのにお気づきになりましたでしょうか。大きな変化があるのです。今までの記述では、その主語にパウロはとか、彼らはという主語を使っていたのに、10節から突然、私達は、と言う主語を使うようになるのです。私達とは誰でしょうか、パウロがこの使徒言行録を書いたなら、パウロたちと言うことでしょうが、使徒言行録を書いたのはパウロではなく、ルカです。すなわち、ルカがこのトロアスの近くで合流し、パウロと一緒にいたということになります。そのことはこの使徒言行録には一切書かれていないのですが、私達は、と言う主語によって、ルカがパウロたちと一緒にいたことがわかります。一説によると、パウロの体調が良くないので、医者のルカを呼び寄せたと言うことです。そしてアジアの北のほうへ行くことを聖霊に禁じられたのもその体調が良くなかったせいではないのかということでした。それで、パウロはルカを呼び寄せました。そして、幻で確信したように、アジア側のトロアスから、エーゲ海の中にあるサモトラケを通って、ミネアポリスの港に着き、ヨーロッパでありマケドニアであるフィリピまで行くのです。聖書に書いてあるように、フィリピは、マケドニア州第一区の都市で、ローマの殖民都市でした。
パウロたちはフィリピに滞在し、川岸で、集まっている人たちに話をしました。そこには女性が多く集まっていました。そしてその中に、紫布を商う人で、神を崇めるリディアという人がいました。この当時、紫布と言うのはとても高価なものでした。ですから、このリディアは上流階級に出入りして、その商売を行っている、金持ちの商人だと思います。主は、パウロたちの話を聞いていた、リディアの心を開かれました。彼女はその言葉に惹かれるように注意深く聞いていました。そして、彼女も彼女の家族も洗礼を受けたのです。そして「私が主を信じる者だとお思いでしたら、どうぞ、私の家に来てお泊まりください」と言ってペトロたちを招待し、無理に承知させました。女性ながら、商人らしい決断力と行動力があります。パウロたちのフィリピでの伝道は、最初から、上流階級に入り込む幸運を得たようです。
転

この順調に進んでいるかに見えたフィリピでまた事件が発生してしまいました。パウロ達は祈りの場所に行く途中に占いの霊に取り付かれている女奴隷に出会いました。この女は気違いでした。呪術的な世界では、気の狂ったものが神の言葉を取り次ぐことが良くありました。それはその当時の人々が、そのようなものだからこそ、神の言葉を取り次ぐものとして、受け入れ尊重していたからです。普通の人には無い力が与えられていると考えられていたからです。そしてそのような人を利用して利益を得ている人々がいました。この女も女奴隷として、使われていたのです。この女が、パウロたちの後ろをついてきて、叫びました。｢この人たちは、いと高き神の僕で、皆さんに救いの道を述べ伝えているのです。｣そして、このようなことを幾日も繰り返しました。パウロはたまりかねたと書いてあります。パウロは何にたまりかねたのでしょうか。うるさいからでしょうか、言っている内容に問題があったのでしょうか、それとも哀れに思ってでしょうか。パウロは、この女奴隷をただ黙らせることも出来たはずです。遠ざけることも出来たはずです。ですが、パウロのたまりかねて言った事は、「イエスキリストの名によって命じる。この女から出て行け。｣と言うことでした。すると即座に霊が彼女から出て行ったと書かれています。たぶんパウロがたまりかねたのは、自分達のためではなく、悪霊が、女を何時までも乗り移って、この女を苦しめていることにたまりかねたのではないかと思います。だから癒しの業を行ったのだと思います。ですが、このことが問題になってしまいました。この女から利益を得ていた人たちは、霊が追い出されたことによって、自分達の商売が出来なくなって憤慨したのでした。女が救われたことよりも、自分達の損失に憤慨しました。そしてパウロとシラスを捕らえて、役人に引き渡すために広場に引き立てていきました。そしてこう言ったのです。20節です。
　使 16:20　そして、二人を高官たちに引き渡してこう言った。「この者たちはユダヤ人で、わたしたちの町を混乱させております。

使 16:21　ローマ帝国の市民であるわたしたちが受け入れることも、実行することも許されない風習を宣伝しております。」

使 16:22　群衆も一緒になって二人を責め立てたので、高官たちは二人の衣服をはぎ取り、「鞭で打て」と命じた。

使 16:23　そして、何度も鞭で打ってから二人を牢に投げ込み、看守に厳重に見張るように命じた。
この捕らえた人たちの訴えは、気違い女を癒したと言うことではありませんでした。それは、パウロ達が、この町を混乱させ、悪い風習を宣伝していると言うことでした。このフィリピの町の人々はパウロたちの活動を苦々しく思っていたようです。この訴えた人々だけではなく、周りを取り囲む群衆も二人を責め立て、ローマの高官も調べもせず、裁判にもかけず、いきなり何度も鞭打って牢に投げ込んだのでした。パウロたちはよほど嫌われていたようです。
　パウロたちは、看守に厳重に見張られ、一番奥の牢に入れられ、足枷をはめられて投獄されました。パウロとシラスは、真夜中になって、賛美の歌を歌って神に祈りました。ほかの囚人達はこれに聞き入っていました。その賛美歌の歌に不思議な力を感じたのだと思います。不思議な静けさを感じさせる世界です。パウロとシラスは、牢に入れられて、身動きできないほどに、何もかも奪われたのでしたが、それでも賛美歌を歌うことが出来ました。この真夜中のように、状況は暗かったけれども、二人は何もかも奪われてさえも、その賛美する心、祈る心は奪われなかったのです。二人は、牢の中で、全く不自由な制約の中にありましたが、神と供に有る自由があったのです。囚人達がこの賛美歌に聞き入ったのはその歌声が美しかったからと言うよりも、この不自由と絶望のように見える牢獄の中でさえも、自由と希望を乗せて歌われるその賛美歌の力に引かれたのだと思います。私達もまた、もし牢獄のような不自由な世界にとらわれたとしても、真夜中のような状況にあったとしても、神と供にある自由な魂で、神を賛美し、神に祈ることが出来たらと思います。そして、その周りでその賛美を聞いている人たちが、その不思議な歌に、不思議な力を感じて、ここに何かがあるかもしれないと、聞き入ってくれればと思うのです。
　　二人がこのように賛美していると、突然大地震が起こりました。牢の土台が揺れて、牢の戸が皆開き、囚人の鎖も皆外れてしまったのです。看守はその地震で目を覚まし、気がつくと、牢の戸が皆開いていました。看守は、それを見て、囚人達が逃げてしまったのだと思いました。看守達にとって一番恐ろしいことは囚人が逃げてしまうことです。それは囚人を逃がしてしまったなら、看守がそれに代わってその罪を負わなければならなかったからです。死刑囚を逃がしたなら、死刑になるのです。ですから、全ての囚人が逃げてしまったと思った看守は、もうだめだと思い、剣を抜いて自殺しようとしたのでした。そのときパウロは大声で叫びました。｢自害してはいけない、私達は皆ここにいる。｣看守は、パウロとシラスの前に震えながらひれ伏しました。この二人がとんでもない力をもつ神の人だと思ったからです。そして、外に連れ出して言いました。｢先生方、救われるためにはどうすべきでしょうか。｣この看守は、自分の力ではどうすることも出来なく、パウロたちに頼る以外有りませんでした。すると二人は、｢主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家族も救われます。｣と言いました。私自身もこの言葉に救いを感じたことが何度あるでしょうか。家族のために何もしてやれない無力を感じたときに、ただ、イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家族もすくわれます、と言う言葉を信じて、希望を持ち、また平安の中に戻ることが出来たことが何度あるかわかりません。パウロたちは、このような状況の中で、看守とその家の人たち全部に、主の言葉を語りました。まだ真夜中でしたが、看守は二人を連れて行って、打ち傷を洗ってやり、自分も家族の者も皆すぐに洗礼を受けたと書かれています。この真夜中の出来事、鞭打たれて、平安も希望もなくなるはずの真夜中に、賛美が歌われ、看守の家族達は救いのバプテスマを受けました。神様のなさることは何と不思議なことでしょうか。この看守達は、二人を自分の家に案内して食事を出して、神を信じるものになったことを家族ともども喜んだと書かれています。
　次の日の朝、高官たちは二人を釈放しようとしましたが、パウロは、｢高官たちは、ローマ帝国の市民権を持つ私達を、裁判にも掛けずに公衆の面前で鞭打ってから投獄したのに、今ひそかに釈放しようとするのか。いや、それはいけない。高官たちが自分でここへ来て私達を連れ出すべきだ。｣といいました。高官たちはそれを聞いて恐れ、出向いて侘びをいい、二人を牢から出して、町から出て行くように頼みました。
結

一番暗いときにこそ、光は輝くと言うことを思わされるような、出来事でした。どんなに暗いときでも、不安になり、おじまどうのではなく、その中にあってこそ、主のみ業を待ち望み、主に委ね賛美をしつつ待つことの大切さを思わされます。私達もまた、心静かに賛美を捧げ、主のみ業を待ち望みたいと思います。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週も事情を整えてくださり、この水曜日の会が与えられましたことを感謝いたします。イエス様が、この会に供にいてくださって励ましてくださっていることを覚えます。パウロたちは、投獄され、自由を奪われ、その中にあってもあなたに賛美を捧げるとき、救いが現れました。私達には決して奪われること無く、損なわれること無く、いつも輝いているものが与えられていることを知りました。私たちが、この世の出来事に惑わされるのではなく、心静かに立ち返るとき、そのすばらしい恵に立ち返ることが出来ることを思います。主よどうか、私達がいつもあなたと供にありますように。あなたの救いの内にとどまることができますように。私達もそして私達の家族もまた救われますように。世界中があなたに立ち返り救われますように。御名が賛美されますように。この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆パウロ、バルナバとは別に宣教を開始する

使 15:36　数日の後、パウロはバルナバに言った。「さあ、前に主の言葉を宣べ伝えたすべての町へもう一度行って兄弟たちを訪問し、どのようにしているかを見て来ようではないか。」

使 15:37　バルナバは、マルコと呼ばれるヨハネも連れて行きたいと思った。
使 15:38　しかしパウロは、前にパンフィリア州で自分たちから離れ、宣教に一緒に行かなかったような者は、連れて行くべきでないと考えた。

使 15:39　そこで、意見が激しく衝突し、彼らはついに別行動をとるようになって、バルナバはマルコを連れてキプロス島へ向かって船出したが、

使 15:40　一方、パウロはシラスを選び、兄弟たちから主の恵みにゆだねられて、出発した。
使 15:41　そして、シリア州やキリキア州を回って教会を力づけた。

◆テモテ、パウロに同行する

使 16:1　パウロは、デルベにもリストラにも行った。そこに、信者のユダヤ婦人の子で、ギリシア人を父親に持つ、テモテという弟子がいた。

使 16:2　彼は、リストラとイコニオンの兄弟の間で評判の良い人であった。

使 16:3　パウロは、このテモテを一緒に連れて行きたかったので、その地方に住むユダヤ人の手前、彼に割礼を授けた。父親がギリシア人であることを、皆が知っていたからである。

使 16:4　彼らは方々の町を巡回して、エルサレムの使徒と長老たちが決めた規定を守るようにと、人々に伝えた。

使 16:5　こうして、教会は信仰を強められ、日ごとに人数が増えていった。

◆マケドニア人の幻

使 16:6　さて、彼らはアジア州で御言葉を語ることを聖霊から禁じられたので、フリギア・ガラテヤ地方を通って行った。

使 16:7　ミシア地方の近くまで行き、ビティニア州に入ろうとしたが、イエスの霊がそれを許さなかった。

使 16:8　それで、ミシア地方を通ってトロアスに下った。

使 16:9　その夜、パウロは幻を見た。その中で一人のマケドニア人が立って、「マケドニア州に渡って来て、わたしたちを助けてください」と言ってパウロに願った。

使 16:10　パウロがこの幻を見たとき、わたしたちはすぐにマケドニアへ向けて出発することにした。マケドニア人に福音を告げ知らせるために、神がわたしたちを召されているのだと、確信するに至ったからである。

◆フィリピで

使 16:11　わたしたちはトロアスから船出してサモトラケ島に直航し、翌日ネアポリスの港に着き、

使 16:12　そこから、マケドニア州第一区の都市で、ローマの植民都市であるフィリピに行った。そして、この町に数日間滞在した。

使 16:13　安息日に町の門を出て、祈りの場所があると思われる川岸に行った。そして、わたしたちもそこに座って、集まっていた婦人たちに話をした。

使 16:14　ティアティラ市出身の紫布を商う人で、神をあがめるリディアという婦人も話を聞いていたが、主が彼女の心を開かれたので、彼女はパウロの話を注意深く聞いた。

使 16:15　そして、彼女も家族の者も洗礼を受けたが、そのとき、「私が主を信じる者だとお思いでしたら、どうぞ、私の家に来てお泊まりください」と言ってわたしたちを招待し、無理に承知させた。

◆パウロたち、投獄される

使 16:16　わたしたちは、祈りの場所に行く途中、占いの霊に取りつかれている女奴隷に出会った。この女は、占いをして主人たちに多くの利益を得させていた。

使 16:17　彼女は、パウロやわたしたちの後ろについて来てこう叫ぶのであった。「この人たちは、いと高き神の僕で、皆さんに救いの道を宣べ伝えているのです。」

使 16:18　彼女がこんなことを幾日も繰り返すので、パウロはたまりかねて振り向き、その霊に言った。「イエス・キリストの名によって命じる。この女から出て行け。」すると即座に、霊が彼女から出て行った。

使 16:19　ところが、この女の主人たちは、金もうけの望みがなくなってしまったことを知り、パウロとシラスを捕らえ、役人に引き渡すために広場へ引き立てて行った。

使 16:20　そして、二人を高官たちに引き渡してこう言った。「この者たちはユダヤ人で、わたしたちの町を混乱させております。

使 16:21　ローマ帝国の市民であるわたしたちが受け入れることも、実行することも許されない風習を宣伝しております。」

使 16:22　群衆も一緒になって二人を責め立てたので、高官たちは二人の衣服をはぎ取り、「鞭で打て」と命じた。

使 16:23　そして、何度も鞭で打ってから二人を牢に投げ込み、看守に厳重に見張るように命じた。

使 16:24　この命令を受けた看守は、二人をいちばん奥の牢に入れて、足には木の足枷をはめておいた。

使 16:25　真夜中ごろ、パウロとシラスが賛美の歌をうたって神に祈っていると、ほかの囚人たちはこれに聞き入っていた。

使 16:26　突然、大地震が起こり、牢の土台が揺れ動いた。たちまち牢の戸がみな開き、すべての囚人の鎖も外れてしまった。

使 16:27　目を覚ました看守は、牢の戸が開いているのを見て、囚人たちが逃げてしまったと思い込み、剣を抜いて自殺しようとした。

使 16:28　パウロは大声で叫んだ。「自害してはいけない。わたしたちは皆ここにいる。」
使 16:29　看守は、明かりを持って来させて牢の中に飛び込み、パウロとシラスの前に震えながらひれ伏し、

使 16:30　二人を外へ連れ出して言った。「先生方、救われるためにはどうすべきでしょうか。」
使 16:31　二人は言った。「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたも家族も救われます。」
使 16:32　そして、看守とその家の人たち全部に主の言葉を語った。

使 16:33　まだ真夜中であったが、看守は二人を連れて行って打ち傷を洗ってやり、自分も家族の者も皆すぐに洗礼を受けた。

使 16:34　この後、二人を自分の家に案内して食事を出し、神を信じる者になったことを家族ともども喜んだ。

使 16:35　朝になると、高官たちは下役たちを差し向けて、「あの者どもを釈放せよ」と言わせた。

使 16:36　それで、看守はパウロにこの言葉を伝えた。「高官たちが、あなたがたを釈放するようにと、言ってよこしました。さあ、牢から出て、安心して行きなさい。」

使 16:37　ところが、パウロは下役たちに言った。「高官たちは、ローマ帝国の市民権を持つわたしたちを、裁判にもかけずに公衆の面前で鞭打ってから投獄したのに、今ひそかに釈放しようとするのか。いや、それはいけない。高官たちが自分でここへ来て、わたしたちを連れ出すべきだ。」

使 16:38　下役たちは、この言葉を高官たちに報告した。高官たちは、二人がローマ帝国の市民権を持つ者であると聞いて恐れ、

使 16:39　出向いて来てわびを言い、二人を牢から連れ出し、町から出て行くように頼んだ。

使 16:40　牢を出た二人は、リディアの家に行って兄弟たちに会い、彼らを励ましてから出発した。
